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反応して崩壊するとともに脹芽層での細胞増殖が抑
1) 放射性リン (P32)の中枢神経系の形態なら 制され，その結果中枢神経系の発育および形態形成
びに組織発生に及ぼす影響 が障害される。しかし発生が進むにつれて修復の兆
白井敏雄(千大， 3解剖〉 しが現われるように思う。 
等は発生期の神59)(' Manina，58)(' Gracheva 
経組織では組織発生の進行中の部位で p32のとりこ
みが高いことを，また白井 ('65) は p32に対して
組織発生の進行中の器官が敏感Iこ反応することを明
らかにした。そこで中枢神経系の発生過程を解析す
る目的で組織発生および発育が進行中の時期の中枢
神経系に p32より発する F線の照射を行い，その後
の発生経過中に現われる変化を検索した。
材料には無尾両生類ヒキガエjレ (Bufovulgaris 
formosus)睦子を用い，蜂i創期初期に p32を2.5μC
jccの割合に含む飼育水に 5日間入れ， その後常水 
に戻し 38日間飼育した。その間投与，対照陸子を
9日目までは連日，その後は 3日目ごとに固定，連
続切片標本を作製，鏡検した。 p32投与時の中枢神 
経系の形態はほぼ形成されているが，その形は小さ
い。中脳および菱脳頭側部では背外方への隆起が形
成されていない。神経系を構成する神経組織は脳室
匹芽層の細胞，未分化型と思われる細胞質の少ない
円形の核を有する細胞と白質よりなる。脳室匹芽層
には有糸分裂中の細胞を認める。 
p32投与後9日固までの匹子では，脳室匹芽層の
すぐ外側に位置する細胞に退行性変化が現われる。
この変化は終脳，間脳および中脳背側部，延髄と脊 
2) 伸展反射の 3要素に対する中枢の影響
高野光司(千大， 1生理〉
伸展反射により発生する張力を補償法1)により直
接記録し， phasic (P)，tonic (T)，static (S)の 
3要素に分類した2)3)0 P，T両要素は筋伸展の速さ
の対数に比例し， Sは伸展の振幅のみに関係する。 
TはPに比し闘値が非常に小さく，緊張筋に著明に
みられる。ここまではすで、に前回のシムポジウムに 
発表した。 
3要素に対する上位からの影響を知るために，脊
髄ネコ，各高さにおける去脳ネコにおいて， 伸展 
速度一最大反射張力関係をみ，この曲線の最大値は
Rigidityの大なる程，大きくなるが同時に低速度の
方に移動する。また T，S要素は上位中枢の影響
が大で，脊髄ネコにおいてはみられず， P要素は主
として脊髄レベルの現象とみられる九
今回は上位中枢の各部位を撰択的に刺激して， 3 
要素に対する影響をしらべた。
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髄では高度，菱脳頭側部では軽度で、あった。 15，21， 3) Muscular，Nobel Symposium 1.K.，Takano
27日目と退行性変化を示す細胞は次第に消失し，か A旺erentsand Motor Control，eds. R. Gra-
つ各部位の細胞および匪芽層の有糸分裂中の細胞が nit，Almqvist & Wiksell，Stockholm，1966， 
減少する。その結果形が小型になる。この期間中に 461. 
対照睦子の中脳背側部には背外方への隆起が形成さ の Takano，K. & Henatsch，H.-D. X XIII.In-
れるが，投与睦子では認められない。その後 36日 ternat.Cong. Physiol.Soc. Abstr，979. 
目頃から中脳域，脊髄の一部に未分化型の細胞の増
加が現われる。 3) H波の変動をめぐって
以上の所見から次のことが云える。 p32の F線に 渡辺誠介・松下嘉一(千大， 1内科〉
対して神経組織のうちでは未分化型の細胞が敏感に 二重刺激による H波をもって脊髄伝達回復曲線を
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描く方法は，その前提としてH波の振幅の動揺に関 としては脳波， 筋電図， 眼球運動図の 3つを利用
する定見をもたなければならない。 H波の振幅の動 し， awake，orthosleep，parasleepの3段階に分
揺が全体として或る種の規律に従っていなければ， け，各段階における運動領，知覚領の対側皮質誘発
脊髄機能の研究にH波を指標とすることができない 電位の， tim?course，amplitudeをポリグラフ記
ことはいうまでもない。幸いにして，これの連続刺 録と共に比較検討する。
激により大約 100個程を得て度数分布曲線を描け
ば，健常例と多数の痘縮例は正規分布となる。これ 5) Limbic systemと向精神薬の作用機序
により， H波を研究の指標として用いる基を礎いた 石川稔生(千大，薬理〉
のである。ふり返ってみると，刺激強度ならびにH 数年来，種々の向精神薬の作用機序についての研
波の関値と， H波の関値と M波の闘値との関係， 究を行なっているが，今回は， 向精神薬の中から 
H波の振幅の大小を指標とする脊髄伝達回復曲線， Chlorpromazine，Reserpine， Chlordiazepoxide， 
H波の振幅の動揺が正規分布を描くとしてその変異 Imipramineなどをえらび，これらのLimbic sys-
係数の大小，このH波の振幅の動揺を考慮に入れて temことに海馬に対する作用について， Barbitu-
ジエンドラシック法ならびにエレクトロジェンドラ ratesと比較して報告した。
シック法の効果などを論じてきた。従来われわれ 海馬を 1msec，50jsec，1，._5 volt，10秒間電気刺
は，健常例と比較して，痘縮例では， H波の関値の 激することにより，いわゆる海馬後発射と呼ばれる
低下があり， H波と M波の分離がよく， M波の振 発作波が生じ，対側の海馬，脳弓，乳頭体，‘視床前
幅が更に大であり，脊髄伝達回復曲線の不応期が短 核，中隔野さらには新皮質に波及する。しかし屑桃
く過常期があり， H波の振幅の動揺が小さいとして 核への波及は動物差があり，ネコでは海馬に発射が
きた。従来のわれわれの痘縮の概念では，除外例と 起るとほとんど同時に発作波の波及がみられるが，
してきたH波の振幅の動揺が大きく， H波の振幅が ウサギでは屑桃核には発作波は波及しない。 Chlor-
小さい等の痘縮例の子在を想起してみると， H波の promazine，Reserpineなどの後発射を著るしく増
振幅の動揺の度数分布曲線下において平均値と最頻 強させる薬物投与後には扇桃核での発作もみられる
値の階級が相当にへだ、たっていることがある。この ようになる。
最頻値の片寄りから，典型はポアソン分布が適合 このような海馬後発射は，中脳網様体の刺激によ
し，これに対応して健常例は二項分布として解析す る脳波の賦活時にも変化を受けず，また Acetylcho-
ることが可能となった。そして，なお，この中間的 lineや， Physostigmineの投与で増強するが，
型態として二項分布の確率pとqの等しからざる場 Atropineや Scopolamineの投与で必ずしも抑制
合の生理学的意義を考察した。これに加えて，闘下 されないなどの特徴を有するが，発作型，闘値およ
縁およびアキレス躍を過度に伸展した際のH波の態 び発射持続時間などの点では極めて安定性を有し，
様について論及したい。 5，._6時間の実験によってもほとんど変化がみられ
ないことから，薬理学的検索に充分利用出来るもの
4) 半球間誘発電位と睡眠 であることを認めた。
0渡部士郎・小池宏之〈東大，脳研生理〉 海馬後発射に対する Barbituratesの作用は，強
両側の各大脳半球皮質は脳梁線維 Callosalfiber い抑制を示し，最も効果の強い期には後発射を全く
によって各対応部位が 2方向性に結合されており， 消失させるのに対し，向精神薬においては，著るし
それぞれの領野の刺激によって反対側の対応部位に い増強をなすもの，変化を示さないものなど程度の
誘発電位をおこすことができる。脳梁切断動物によ 差は認められるが，抑制傾向を示すものはなく，こ
る学習実験によれば，脳葉線維結合は半球間の情報 の点 Barbituratesの作用と異なる特徴を有するこ
蓄積に重要な役割を果していることが考えられる。 とが知られた。以上の成績より向精神薬の作用機序
このような解剖学的従って生理学的結合が，覚醒 の特徴について言及した。
および睡眠の行動サ 4クノレに際して， どのような変
化を受けているかをポリグラフを並用しながら半球
誘発電位について観察を行った。動物は慢性および
亜急性にテコを使用し，覚醒および睡眠の行動指標
